
思
明
（
中
国
・
延
辺
医
学
院
）

○
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
の
国
際
交
流
史
」

八
十
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時
半
’
四
時
半
、
座
長
“
矢
数
道
明
・
大
塚
恭

里
変
Ｖ主
催
日
本
東
洋
医
学
会

共
催
日
本
医
史
学
会
・
東
亜
医
学
協
会
・
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学

総
合
研
究
所

実
行
委
員
長
矢
数
道
明

開
会
の
辞
矢
数
道
明

一
医
学
情
報
交
流
と
文
献
資
料
の
歴
史
王
平
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中

華
医
院
）

二
中
．
近
世
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
国
際
交
流
宗
田
一
（
日
本
医

史
学
会
常
任
理
事
）

三
東
西
医
学
の
窓
口
と
し
て
の
長
崎
の
役
割
酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂

大
学
）

四
昭
和
期
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
国
際
交
流
津
谷
喜
一
郎
（
東
京

医
科
歯
科
大
学
）

追
加
発
言
矢
数
道
明

閉
会
の
辞
山
田
光
胤

と
西
洋
医
学
趙
洪
釣
（
中
国
・
河
北
中
医
学
院
）

五
朝
鮮
の
東
洋
医
学
歴
史
文
献
と
中
国
・
朝
鮮
の
東
洋
医
学
交
流
孫
「
初
代
曲
直
瀬
道
一
一
顕
彰
碑
」
建
立
・
除
幕
式

（
真
柳
誠
）

昭
和
六
十
二
年
九
月
、
矢
数
道
明
先
生
の
主
唱
の
も
と
に
、
日
本
東
洋
医

学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
は
先
哲
医
家
追
薦
委
員
会
を
結
成

し
、
曲
直
瀬
玄
朔
以
下
歴
代
今
大
路
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
祥
雲
寺
（
東
京
渋

谷
）
に
お
い
て
、
初
代
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
を
行
い
、
法
要
・
記
念
講

演
・
記
念
展
示
等
を
行
っ
た
。
そ
の
時
以
来
、
道
三
の
墓
石
の
あ
る
京
都
の

十
念
寺
（
京
都
市
上
京
区
寺
町
通
り
今
出
川
上
ル
、
住
職
君
野
静
賢
師
・
浄

土
宗
西
山
派
）
の
境
内
に
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
日
本
医
学
の
中
興
の
祖
と
も

い
う
べ
き
初
代
道
三
の
功
績
を
、
永
遠
に
称
え
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上

っ
て
き
た
。

そ
こ
で
日
本
東
洋
医
学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
が
主
催
団

体
と
な
っ
て
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
顕
彰
碑
建
立
準
備
委
員
会
を
結
成
し
て
、

平
成
二
年
十
一
月
初
旬
を
目
途
に
、
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
議
し
た
。

こ
こ
で
概
略
の
経
過
を
報
告
す
る
。

二
月
十
二
日
、
東
京
よ
り
矢
数
会
長
の
意
を
う
け
て
、
土
屋
・
小
曽
戸
委

員
入
洛
、
京
都
よ
り
細
野
・
坂
上
・
杉
立
各
委
員
が
十
念
寺
に
住
職
を
訪
ね
、

顕
彰
碑
を
建
立
し
た
き
旨
を
の
べ
る
。
住
職
は
当
方
の
主
旨
に
全
面
的
に
賛

同
し
協
力
す
る
。
た
だ
し
本
堂
の
新
築
計
画
が
あ
り
、
明
年
二
月
か
ら
一
年

間
を
か
け
て
新
築
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
工
事
に
か
か
る
前
に
、
碑
を
建

立
し
て
い
た
だ
け
た
な
ら
好
都
合
と
の
話
を
承
る
。

五
月
二
十
日
、
矢
数
道
明
会
長
の
御
熱
意
を
承
る
。

六
月
、
杉
立
は
君
野
住
職
を
た
ず
ね
、
実
行
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
く
旨
を
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申
入
れ
る
。

七
月
初
め
、
新
築
さ
れ
る
本
堂
は
八
角
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
夢

殿
の
よ
う
な
建
物
に
な
る
。
そ
こ
で
建
立
場
所
（
本
堂
に
向
っ
て
右
手
、
墓

地
へ
の
通
路
の
傍
の
一
番
よ
く
目
立
つ
場
所
）
・
石
材
・
形
状
及
び
周
辺
の

植
栽
等
は
、
十
念
寺
の
境
内
（
本
堂
裏
の
墓
地
に
は
、
道
三
・
亨
徳
院
曲
直

蕊豊鐵
~

三
・
亨
徳
院
曲
直

瀬
家
・
施
薬
院
全

宗
と
そ
の
一
統
の

三
雲
家
の
墓
が
あ

り
、
他
に
も
公
卿

の
墓
が
多
い
）
に

調
和
の
と
れ
た
も

の
と
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
、
本
堂

を
設
計
監
督
す
る

高
口
恭
行
氏
（
京

大
建
築
科
出
身
、

大
阪
市
一
心
寺
住

職
、
か
つ
奈
良
女

子
大
学
教
授
）
に

碑
の
設
計
、
見
積

等
を
依
頼
す
る
こ

と
と
し
た
。

八
月
末
、
碑
の

設
計
図
が
出
来
上

る
。
石
材
は
鞍
馬
石
の
自
然
石
で
横
長
に
設
置
す
る
。
題
字
は
右
か
ら
左
へ

と
書
き
、
裏
面
に
四
百
字
程
度
の
解
説
文
を
刻
む
こ
と
に
な
る
。
題
字
は
矢

数
道
明
先
生
が
、
解
説
文
章
は
委
員
で
合
議
し
て
簡
明
に
ま
と
め
る
こ
と
と

し
、
早
速
実
行
に
う
つ
る
。

九
月
二
日
、
東
京
よ
り
小
曽
戸
、
真
柳
委
員
入
洛
、
京
都
よ
り
宗
田
、
坂

上
、
杉
立
各
委
員
が
十
念
寺
を
尋
ね
、
除
幕
式
の
日
取
（
十
一
月
三
日
）
次

第
等
の
細
部
を
決
め
る
。
し
か
し
今
回
は
急
な
事
で
も
あ
り
（
関
係
者
の
詮

が
参
集
し
て
除
幕
を
行
い
、
記
念
式
典
は
後
日
に
行
う
こ
と
に
決
め
る
。

九
月
中
旬
、
素
材
で
あ
る
鞍
馬
石
が
決
ま
る
。
鞍
馬
石
と
は
洛
北
鞍
馬
の

山
中
の
砂
の
中
か
ら
掘
り
お
こ
す
自
然
石
で
あ
る
。
古
来
庭
石
と
し
て
は
最

高
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
花
崗
岩
で
は
あ
る
が
鉄
分
を
多
く
含
有
す
る
た

め
、
長
年
月
の
間
に
は
、
暗
褐
色
の
鉄
銃
を
帯
び
て
き
て
、
そ
の
古
淡
な
味

わ
い
は
庭
石
の
最
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
碑
石
と
し
て
は
適
当
な
大

き
さ
、
形
の
も
の
が
少
な
く
、
か
つ
高
価
な
た
め
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。

京
都
市
を
桑
ま
わ
し
て
も
、
鞍
馬
石
を
使
用
し
た
記
念
碑
は
数
少
な
い
。

今
回
の
施
工
に
当
る
十
一
屋
石
材
店
は
宝
暦
年
間
か
ら
十
念
寺
門
前
で
営

業
し
て
い
る
が
、
そ
の
尽
力
で
、
横
二
・
四
米
、
高
さ
一
・
五
米
、
重
さ

三
・
五
ト
ン
の
鞍
馬
石
（
こ
ぶ
石
）
の
自
然
石
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
運
で
あ
っ
た
。

題
字
は
矢
数
道
明
会
長
の
筆
跡
、
解
説
文
は
矢
数
圭
道
委
員
が
清
書
し
て
、

石
材
店
に
送
付
し
た
。

十
月
初
め
よ
り
、
こ
れ
を
手
掘
り
作
業
に
て
刻
字
に
か
か
り
十
月
二
十
日

作
業
終
了
し
た
の
で
、
十
月
二
十
三
日
よ
り
設
置
作
業
に
入
り
、
十
月
三
十

日
終
了
し
た
。
さ
ら
に
碑
の
周
辺
整
備
も
終
え
て
、
寺
の
門
前
に
「
曲
直
瀬
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道
三
墓
所
」
の
石
柱
も
建
て
、
十
一
月
三
日
の
除
幕
式
を
迎
え
た
。

十
一
月
三
日
、
快
晴
の
文
化
の
日
、
矢
数
道
明
会
長
以
下
約
三
十
名
の
委

員
、
関
係
者
列
席
の
も
と
、
正
午
を
期
し
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
先
づ
君

野
導
師
の
読
経
の
後
、
今
大
路
家
、
曲
直
瀬
家
の
末
孫
ら
に
よ
っ
て
除
幕
が

行
わ
れ
て
、
鞍
馬
自
然
石
の
堂
々
た
る
記
念
碑
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
参
列

者
は
写
真
撮
影
の
後
、
墓
地
を
訪
れ
て
道
三
の
墓
を
拝
し
た
が
、
道
三
の
古

い
墓
石
と
顕
彰
碑
と
が
、
好
一
対
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。

つ
い
で
本
堂
に
お
い
て
土
屋
委
員
の
司
会
の
下
に
道
三
の
記
念
法
要
が
行

わ
れ
た
。
読
経
終
了
後
、
矢
数
会
長
よ
り
顕
彰
碑
建
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
説

明
・
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に
杉
立
が
本
日
ま
で
の
経
過
報
告
を
行
い
、
宗

田
副
委
員
長
よ
り
解
説
文
内
容
の
説
明
を
う
け
て
、
午
後
一
時
記
念
法
要
を

終
っ
た
。

つ
い
で
別
室
に
て
懇
親
会
に
う
つ
っ
た
。
東
京
か
ら
参
列
し
た
今
大
路
家

五
名
の
末
孫
・
曲
直
瀬
陽
造
氏
（
享
徳
院
家
）
の
紹
介
及
び
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
坂
口
弘
委
員
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
有
意
義
な
除
幕
式
関
連
行
事
が
終

っ
た
。
な
お
明
後
年
に
は
十
念
寺
本
堂
が
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
道
三
没
後

四
百
年
に
当
る
の
で
、
記
念
行
事
を
行
う
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。

題
字
・
説
明
文

初
代
曲
直
瀬
道
三
顯
彰
碑

初
代
曲
直
瀬
道
三
〈
日
本
醤
學
中
興
ノ
祀
ナ
リ
永
正
四
年
京
洛
柳
原
｝
一

生
し
名
〈
正
盛
又
正
慶
字
〈
一
溪
通
稻
道
三
雄
知
苦
齋
又
蓋
靜
翁

ト
號
ス
永
正
十
六
年
九
月
相
國
寺
二
移
り
喝
食
ト
ナ
リ
等
皓
ト
稀
ス

年
二
十
二
下
野
足
利
學
校
一
一
入
學
時
一
一
明
ヨ
リ
歸
朝
セ
シ
田
代
三
喜
武

毛
ノ
間
一
一
李
朱
瞥
學
ヲ
唱
フ
享
職
四
年
十
一
月
柳
津
一
一
三
喜
ト
再
會
シ

其
ノ
門
一
一
入
り
講
究
ス
ル
コ
ト
十
四
年
一
一
シ
テ
京
一
一
歸
ル
天
文
十
五
年

學
舍
啓
迪
院
ヲ
洛
下
一
一
建
テ
後
進
ヲ
誘
披
シ
其
ノ
名
天
下
一
一
鳴
ル
天
正

二
年
啓
迪
集
八
巻
ヲ
撰
シ
叡
魔
二
供
『
〈
正
親
町
天
皇
大
一
一
嘉
賞
シ
翠
竹

院
ノ
號
ヲ
賜
り
僧
策
彦
二
勅
シ
テ
序
ヲ
給
フ
足
利
織
田
豐
臣
徳
川
四
代

ノ
信
任
ヲ
得
晩
年
亨
徳
院
ト
改
ム
文
職
三
年
一
月
四
日
残
ス
享
年

八
十
八
京
洛
十
念
寺
二
葬
ル
後
陽
成
天
皇
ノ
慶
長
十
三
年
四
月
正
二

位
法
印
ノ
ロ
宣
ヲ
賜
ル

昭
和
六
十
二
年
九
月
後
學
相
寄
り
東
京
澁
谷
群
雲
寺
一
一
テ
生
誕
四
百
八
十

年
祭
ヲ
催
ス
今
竝
一
一
後
喬
關
係
團
禮
學
會
卜
協
リ
菩
提
寺
十
念
寺
一
一
顯

彰
碑
ヲ
建
テ
功
績
ヲ
永
久
一
一
穂
ヘ
ン
ト
ス

平
成
二
年
十
一
月
三
日

日
本
東
洋
醤
學
會

日
本
筈
史
學
會

東
亜
瞥
學
協
會

建
之

初
代
曲
直
瀬
道
三
顕
彰
碑
建
立
準
備
委
員
会

会
長
矢
数
道
明

委
員
長
大
塚
恭
男

副
委
員
長
宗
田
一
、
杉
立
義
一

委
員
坂
口
弘
、
細
野
八
郎
、
山
田
光
胤
、
室
賀
昭
三
、
松
田
邦

夫
、
矢
数
圭
堂
、
菊
谷
豊
彦
、
酒
井
シ
ヅ
、
小
曽
戸
洋
、
真

柳
誠
、
土
屋
伊
碓
雄

な
お
、
顕
彰
碑
建
立
に
要
し
た
一
切
の
経
費
は
、
東
亜
医
学
協
会
の
寄
附

金
に
よ
っ
た
事
を
附
記
す
る
。
（
杉
立
義
己
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